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ソテツの葉で具現化するツツバ語の数の概念と 
Overcountingへの改新

内　藤　真　帆
東北大学

【要旨】ヴァヌアツ共和国の少数言語ツツバ語において，10台の数はオセアニ
ア祖語を反映した加算法の Undercountingを用いるのに対し，21以上の数は
Overcountingを用いる。Overcountingは 700年代のオルホンの突厥碑文や，マ
ヤ諸語，ゲルマン諸語にも見られる。この一見，難解とも思える数え方は世界
でも稀少であり，ツツバ語も含めその生成はこれまで不明であった。
　本論文はツツバ社会において 21以上の数が伝統的な儀礼の場面で用いられ
ることに着眼する。ツツバ社会は豚を財とする。儀礼では財である豚肉の分配・
共食が不可欠で，参列者数の把握が必須であった。そのため数という抽象的概
念がソテツの葉に具現化され，結果，このソテツの葉を用いた数え上げの手法
が Overcountingへの改新をもたらしたと結論づける。
　さらに文字の無いツツバ社会では，文字の代わりにソテツの葉が人数・個数
を保存する記録簿としての役割を果たしてきたことを発表する *。

キーワード： ヴァヌアツ，オセアニア祖語，数詞，Overcounting，ソテツの葉
を用いた数の記録

1. 本論文の背景と目的
　ヴァヌアツ共和国のツツバ島で話されるツツバ語は，オーストロネシア語族のオ
セアニア語派に属し，話者約 500人の文字を持たない言語である。数詞に注目して
みると，この言語は 10進法を用い，1から 1000までの数を表す表現を有する。例
えば 10台の数である 11は（1）のように，オセアニア祖語を反映した表現である
ところの「10　加算　1」という形で表される（3.4節）1。ところが 21以上の数では，
この加算法とは異なる数詞表現になる。例えば 21は（2）で示したように「20　30
番目　1」または（3）に示したように（2）から ŋavul-e-rua「20」を省略した形式

1 本論文の略号を以下に示す。ART 冠詞，CAUS 使役，CDN 基数，CONJN 接続詞，DTB 
分配数，DX 指示代名詞，IMP 命令法，INC包括形，IR 未然法，OBJ 対格補語，PL 複数，
POSS 所有，PP 前置詞，R 既然法，RED 重複，REP 反復相，SG 単数，- 形態素境界，= 接
語境界

* 本論文の執筆にあたり，査読の先生方にはこの上なく貴重なご助言とご指摘を多々賜り，極
めて丁寧にご教示いただきました。心より感謝の意を表します。言うまでもなく，本論文に
おける不備はすべて筆者に帰するものです。本研究は笹川科学研究助成（18-007），JSPS科
研費 特別研究員奨励費（JP08J02650），JSPS科研費 研究活動スタート支援（JP16H07139），
JSPS科研費 基盤研究（C）（JP18K00579）の助成を受けています。
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である「30番目　1」というように表現する。これはオセアニア祖語の体系を反映
したものではない。このような数詞の表現を Overcountingと呼ぶ（3.5節）。

（1） saŋavul  doman  e-tea
  10    加算  CDN-1
  「11（直訳：10　加算　1）」
（2） ŋavul-e-rua   ŋavul-e-tol-na       e-tea
  10倍 -CDN-2  10倍 -CDN-3-3SG.POSS CDN-1
  「21（直訳：20　30番目　1）」
（3） ŋavul-e-tol-na       e-tea
  10倍 -CDN-3-3SG.POSS  CDN-1
  「21（直訳：30番目　1）」

　Overcountingとは，これと対をなす UndercountingとあわせてMenninger（1969: 
76）が用いた用語である 2。この数詞表現について以下にツツバ語の例も交えて概説
する。10進法の言語では 10の倍数が基準値となり，例えば「24」は 10の倍数 20
と 30という二つの基準値の間に位置すると解釈できる。隣り合う基準値 20と 30
のうち「4と 20」などのように下の基準値 20に起点を置く数え方が Undercounting
である。ツツバ語の 10台の数は（1）のように下の基準値 10を起点とし，doman「加算」
を介して基数1から9を加算する方法で表されるのでUndercountingであると分かる。
　一方，「3つ目の 10に向かう 4」などのように上の基準値 30に視点を置く数え
方が Overcountingである。ツツバ語の 21以上の数において，下の基準値と上の基
準値が明記されたのが「20　30番目　1」（2）という表現である。そして，その表
現から下の基準値である「20」を省略した「30番目　1」（3）も用いられ，両者は
自由変異の関係にある。（3）にあるように下の基準値が省略可能であるのに対し，
（2）と（3）にあるように上の基準値は必須であることから，ツツバ語の 21以上
の数は，上の基準値に依拠した数え方，すなわち Overcountingであることが分か
る。ツツバ語は上の基準値が序数で表される点が特徴的である。上の基準値に後
続する -naは，その前の数詞が序数であることを示す（3.6節）。また，他の言語の
Overcountingではほとんどの場合において上の基準値のみが使われるが，ツツバ語
では下の基準値と上の基準値の両方が使われる点も特徴的である。ただし，（3）の
ように下の基準値は省略できる。なお，ツツバ語で Overcountingが用いられるの
は 21以上の数であり，10の倍数（10, 20, 30,…）にこの表現方法は適用されない（3.2
節）。
　Overcountingは類型論的に稀であり，世界でもこれまで一部の地域で話されて

2 Undercountingと Overcountingに対し，八杉（1990: 524, 525）と落合（2021）はそれぞ
れ異なる対訳を設けているが，本論文では訳さずにそのまま用いる。泉井（1944: 627）は
Overcountingにあたる数え方を嚮數法と呼んでいる。
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いる一握りの言語にしか報告されていない（Coupe 2012: 205）。例えば泉井（1939: 
54–56）は V. Thomsenや J. Marquartが解読・訂正した Orkhon（オルホン）の突厥
碑文に，Aulie（1957: 282）やMerrifield（1968: 98, 99）はマヤ諸語に，Menninger（1969: 
76）はゲルマン諸語などに，またMazaudon（2010）はチベット・ビルマ諸語にそ
の存在を述べている。しかしながら，これらの先行研究では Overcountingが使用
される場面，およびこの稀少な数え方がなぜ必要とされたのか，その背景に関する
描写と考察は述べられていない。したがって Overcountingの生成はこれまで不明
であった。
　こうした先行研究の状況を踏まえ，本論文は長年にわたるツツバ語の現地調査で
得られたデータの分析，特に 21以上の数が必要となる場面をもとに，なぜツツバ
語の 21以上の数が，オセアニア祖語を反映した Undercountingとは異なる独自の
数え方である Overcountingへと発達したのかを考察し，その要因を探る。結論と
して，ツツバ社会は文字を持たないため人数や物の個数を文字で記録することはな
かった。その代替としてソテツの葉を利用して人数・個数を記録する方法を創り出
していた。そしてこの記録法がOvercountingの発生につながっていると主張する。
　本論文の構成として，次節では「ヴァヌアツ共和国の言語状況とツツバ語概略・
調査法」を示す。そして論考に必須となる「ツツバ語の数詞」を第 3節で説明した
のち，Undercountingから Overcountingへの発達を第 4節「ツツバ語の数詞が変化
した可能性」で述べる。そして第 5節では「Overcountingとソテツの葉が果たす役
割」について，第 6節では「無文字社会における数字代替と数の記録」について論
じる。最後に第 7節で「結論」を述べる。

2. ヴァヌアツ共和国の言語状況とツツバ語概略・調査法
　南太平洋に位置するヴァヌアツ共和国は人口およそ 30万，83の島々から成る島
嶼国である。この国はかつてニューへブリデス群島と呼ばれ，1906年から 1980年
までイギリスとフランスの共同統治下にあった。1980年に独立した後は，国語と
してビスラマ語，公用語としてビスラマ語・英語・フランス語の 3言語が制定され
た。教育言語はそれまでと変わらず英語とフランス語の 2言語であった。とりわけ
国語であるとともに公用語でもあるビスラマ語は英語を基に作られたピジン・クレ
オールである。英語とフランス語は全てのヴァヌアツ国民が話すわけではない。そ
の一方でビスラマ語は，今日ほぼ全ての国民が話し理解する唯一の言語である。正
書法は制定されていないが，学校教育を受けた人々の多くはアルファベットを用い
てビスラマ語を書き表している。
　ヴァヌアツ共和国の国勢調査によると，ツツバ島の人口は 2009年の時点では
609人である（The Republic of Vanuatu 2009）。ツツバ島民の多くは自給自足の生活
ゆえに，小学校の授業料を捻出することが難しく就学できない子供もいる 3。ツツバ

3 小学校は 1987年に設立され，この一校のみである。ツツバ島に中学校・高校は存在しない。
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島で日常的に使用されるのはツツバ語またはビスラマ語であり，子供達が日常生活
で英語を使用することはない。加えて若い世代はビスラマ語を多用する傾向にあ
り，ツツバ語を頻繁に用いるのは，もはや 70代以上の高齢の世代のみとなっている。
　伝統的な生活を営むツツバ島の人々は，主食となるタロイモの収穫数や儀礼の
ためのヤムイモの保存数を表す場合は，数詞ではなく数量詞の evisasi「少し」や
tarina/tari「たくさん」，また tarina ro tarina「かなりたくさん」などを用いる。ただ
し「たくさん」や「かなりたくさん」などの数量詞では人数・個数が曖昧すぎる場
合，例えば一つ多いかまたは一つ少ないかが重要な意味を持つ場合には数詞を用い
る。しかし多くの場合これらに使用されるのはツツバ語の 20までの数である。
　21以上の数が用いられる事象としては，年月日といった特定の一日を指す表現
や年齢がある。しかしながらこれらは伝統的なツツバ島の暮らしには存在せず，20
世紀半ばと推定されるツツバ島への宣教師の到来や，小学校教育により導入された
ものであった。そのため日常的にツツバ語を用いる高齢話者，およびその親世代
（現在は逝去した人々）でさえも，これらの日にちの表現や年齢には，ツツバ語で
はなくヴァヌアツの国語および公用語であるビスラマ語を用いる（または用いてい
た）。イギリスとフランスの植民地支配から独立した翌年の 1981年に導入された通
貨 vatuを用いて金額を表すときも，同様にビスラマ語である。
　いったいツツバ島の生活において，Overcountingで表現されるツツバ語の 21以
上の数が必要とされたのはどのような場面であったのか。上記のように新しい概念
に付随する数がビスラマ語で定着し，学校教育で導入された英語の使用頻度と使用
域が拡張してなお，ビスラマ語や英語に置き換えられることなく継続してツツバ語
本来の Overcountingによる 21以上の数が用いられてきた場面があれば，それはそ
の場面が Overcountingによるツツバ語の数・数え方と密接に関係していたか，ま
たはその場面と数・数え方の関係性を話者が重視していたか，もしくはその場面に
おける数・数え方そのものが話者にとって重要な意味を持っていたか，およびこれ
ら複数の可能性を示唆すると考えられる。本論文はこの可能性のもと，ツツバ語の
21以上の数が使用される場面に焦点を当てる。
　ツツバ語の先行研究として筆者のもの（Naito 2006，内藤 2011など）を除いて
は，基数 1から 10を含む 300語弱を音声表記した New Hebrides Languages（Tryon 
1976）が存在するのみである。本論文で用いるツツバ語のデータは，筆者が 2001
年から 2019年までの定期的な調査で得たものである。主な協力者は 2019年時点で
存命の 70代から 90代の話者と，既に逝去したこれらの世代の話者，さらにその親
世代である。親世代は存命であれば 100歳を超える。なお戸籍などが存在しないた
め，年齢を推定しなければならなかったが，それにあたっては，記憶にある過去の
出来事を聞き，大体の時代を推定したのち，ヴァヌアツ共和国の首都に所在する国
土地理省，統計省，教育省，厚生省，病院などを訪問し，資料収集と職員からの聞
き取りを行う形で算出した。
　調査は筆者がツツバ島の複数の村で話者と寝食をともにしながら，聞き取りと漁・
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料理・畑仕事・家づくりといった日常生活における参与観察を組み合わせて実施し
た。寄り合い・儀礼・呪術・結婚式といった非日常の行事には調査開始から数年後
に参与が認められるようになった。これら行事の参与観察にも重点をおいてデータ
を収集した。本論文で用いたデータは主に①聞き取り調査で得られた語彙や文，そ
れらの説明，②観察した日常の会話，③観察した儀礼と結婚式における首長・島民
の振る舞いと，その際の発話，④儀礼と結婚式における首長・島民の会話，の 4種
に分類できる。本論文のツツバ語の発話および写真はすべて筆者が現地調査で得た
一次データである。
　調査の媒介言語にはビスラマ語を用い，途中からは調査・分析を通して習得した
ツツバ語も併用した。前述のようにツツバ語は文字を持たず，またビスラマ語は書
記法が定められていないため，調査は文字を介さずに音声のみで実施した。

3. ツツバ語の数詞
　ツツバ語は 10進法で，1から 1000までの数表現を有する。「0」は存在しない 4。
数詞には基数，序数，倍数，分配数があり，これらは原則，1から 10を表すそれ
ぞれの語基（3.1節）に一つ以上の接頭辞や接尾辞が付加することで派生される（内
藤 2011, 2017）5。以下の小節で数詞について詳細を示す。3.1節では「1から 10の基
数」，3.2節では「10を除く，一の位が 0である二桁の基数」，3.3節では「一の位・
十の位が 0である三桁の基数，および基数 1000」，3.4節では「Undercountingで表
される 11から 19までの基数」，3.5節では「Overcountingで表される 21以上の基数」，
3.6節では「序数」，3.7節では「倍数」，3.8節では「分配数」，3.9節では「数詞の
まとめ」を示す。

3.1. 1から 10の基数
　1から 10の基数には，e-tea「1」，e-rua「2」，e-tol「3」，e-v̼ati「4」，e-lima「5」，
e-ono「6」，e-b̼itu「7」，oalu「8」，e-sua「9」，saŋavul「10」のように，それぞれに
対応する語が存在する 6。再建されたオセアニア祖語の 1から 10はそれぞれ，*ta-
sa，*sa-kai，*tai，*kai「1」，*rua「2」，*tolu「3」，*pati，*pat「4」，*lima「5」，*onom

4 そのため，対象物が存在しないことは，以下のように義務的に三人称・単数・既然法の主語
代名詞に先行される他動詞 tete「存在させない」を用いた文で表される。

Me=tete=a.
3sg.r=存在させない =3sg.obj
「それは存在しない（直訳：それはそれを存在させない）」

5 ツツバ語には特定の品詞を他の品詞から区別できるような形態的特徴は存在せず，統語的・
意味的観点から品詞が分類される。数詞は名詞句主要部として生起して文の主語や補語にな
りうることから，名詞の下位範疇に分類できる（内藤 2011: 144, 150）。
6 ツツバ語には世界でも稀少な舌唇音（m̼, b̼, v̼）が存在する。数詞 e-v̼ati「4」と e-b̼itu「7」の「 ̼」
は，調音位置が舌先と上唇であることを示す国際音声記号の補助記号である。
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「6」，*pitu「7」，*walu「8」，*siwa「9」，*sa[-ŋa]-puluq「10」であり（Lynch, Ross & 
Crowley 2002: 72），これと比較するとツツバ語がオセアニア祖語を反映しているこ
とが分かる。
　1から 9までのうち 8以外の語基には，基数であることを示す接頭辞 e-が義務
的に付加する。8に基数を表す接頭辞 e-が付加しないのは，e-oaという音連続が
ツツバ語では許容されないことに起因する 7。

3.2. 10を除く，一の位が 0である二桁の基数
　20，30といった一の位が 0である二桁の基数（10の倍数）にも，対応する一語
が存在する。これらは 2から 9の語基に基数の接頭辞 e-が付加し，それに接頭辞
ŋavul-「10倍」が付加して表される。すなわち「10倍した X（Xは 2から 9の基数）」
という形である。例えば 20は 2の語基 ruaに基数の接頭辞 e-が付加し，さらに接
頭辞 ŋavul-「10倍」が付加して ŋavul-e-ruaとなる。30は ŋavul-e-tol，40は ŋavul-e-
v̼ati，そして例外として基数の接頭辞 e-が付加しない 80は ŋavul-oaluとなる。

3.3. 一の位・十の位が 0である三桁の基数，および基数 1000
　100，200，300といった一の位と十の位が 0の三桁の基数（100の倍数），およ
び基数 1000にもそれぞれ対応する語が存在する。100は ŋalsaŋavulと表され，残る
200から 1000は 2から 10の語基に「100倍」を意味する接頭辞 vaa-が付加して「100
倍した X（Xは 2から 10の語基）」の形となる 8。したがって 200は vaa-rua，300は
vaa-tol，800は vaa-oaluとなる。最大数であり唯一の四桁の数 1000は語と句の二通
りの表現を持つ。一つは vaa-saŋavulであり，もう一つは数量詞 tari「たくさん」と
e-tea「1」とを並置させた句表現 tari e-teaである 9。

7 基数 10は 1から 9までとは異なる構成を採っており，オセアニア祖語の形式 sa[-ŋa]-puluq
において，saは「1」，[-ŋa]は何らかの連結辞，そして puluqが「10」を表す。ツツバ語にお
いて saŋavul「10」には e-が前接しない。
8 一の位・十の位が 0である三桁の基数は，例えば 200であれば vaa-ruaと表され，基数の接
辞 e-を加えた vaa-e-ruaは認められない。これは aaeの母音連続が許容されないことに起因す
る。一方，10を除く一の位が 0である二桁の基数は，例えば 20であれば ŋavul-e-ruaのよう
に基数を表す接辞 e-を伴う。これは音節境界に認められる子音連続の規則上，2から 9の語
基先頭の t, r, v, l, b, sのうち半数にあたる v, l, bが lに後続できないことに起因し，この子音連
続を回避したためと考えられる（内藤 2011: 48）。
9 tari e-tea「1000」は，ツツバ語の名詞句が，[被修飾　修飾]NPの構造であることを踏まえ
ると「一つのたくさん」という意味に解釈される。その意味から判断すると，この句は具体
的な数として伝えることを目的に用いられたというよりはむしろ，厳密な数が求められない
場面において数量の多さを明示・誇張する数量詞として用いられ，それが聞き手に最大数す
なわち 1000を想起させたことで，次第に 1000を表す数表現として定着したものと考えられる。
vaa-saŋavul「1000」には序数を表す接尾辞 -naが付加して vaa-saŋavul-na「1000番目」が派生
されるが，tari e-tea「1000」には接尾辞 -naは付加せず序数が派生されない。
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3.4. Undercountingで表される 11から 19までの基数
　11から 19までの基数，すなわち 10台の基数は，Undercountingで表される。例
えば 11や 18であれば「10　doman　1」，「10　doman　8」のように，10と一の位
の基数が domanを介して並置され，下の基準値 10に一の位の基数を加算した形で
表される。domanは「加算」を意味し，数表現にのみ用いられる語である。（4）に
19の例を示す。

（4） saŋavul  doman  e-sua
  10    加算  CDN-9
  「19（直訳：10　加算　9）」

3.5. Overcountingで表される 21以上の基数
　10台の数が Undercountingであるのに対し，21以上の基数は Overcountingで表
され，各数は自由変異の関係にある二通りの表現を持つ。21の例は第 1節の（2），（3）
で示しているので，ここでは 62を示すことにする。例えば 62は「60　70番目　2」
（5）または「70番目　2」（6）と表され，（5）から下の基準値 60を省略した形が
（6）である。この省略は言語表現一般にみられる経済性に起因すると考えられる。
Overcountingでは上の基準値が重視されるため，下の基準値を省略しても理解可能
だからである。
　ただし，21以上のツツバ語の数は，既に逝去した世代は即座に数えることがで
きたものの，若くなるにつれてそれができなくなっている。特に，二通りの表現の
うち「70番目　2」のような省略形にそれが著しい。これは Undercountingである
ビスラマ語の使用頻度と使用域の高まりのなか，使用頻度が低下した Overcounting
のツツバ語，特に使用場面が乏しく「70番目　2」といった，実際の数を示す下の
基準値 60からほど遠い上の基準値から始まる数表現に対して，合理性が理解でき
なくなっているところに要因がある。ビスラマ語に置き換えられてツツバ語の数詞
は失われつつあるが，なかでも Overcountingの省略形は特に顕著である。

（5） ŋavul-e-ono   ŋavul-e-b̼itu-na      e-rua
  10倍 -CDN-6  10倍 -CDN-7-3SG.POSS CDN-2
  「62（直訳：60　70番目　2）」
（6） ŋavul-e-b̼itu-na       e-rua
  10倍 -CDN-7-3SG.POSS  CDN-2
  「62（直訳：70番目　2）」

　三桁の数も同様に Overcountingで表現される。例えば 123であれば（7）に示す
ように下の基準値 100と上の基準値 200の間に 20が位置し，さらに下の基準値 20
と上の基準値 30の間に 3が位置する。これは「100　200番目　20　30番目　3」
という表現を用いて表される。省略形は（8）に挙げたように「200番目　30番目
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　3」である。ここでは百の位の下の基準値 100と，十の位の下の基準値 20が省略
されている。140や 208のように一の位または十の位が 0である数も同じ方法で表
される。140の場合，下の基準値 100と上の基準値 200の間に 40が位置するため
に，「100　200番目　40」（9）やその省略形である「200番目　40」（10）となる。
208の場合，下の基準値 200と上の基準値 300の間に一桁の数 8が位置するために，
「200　300番目　8」（11）や，その省略形「300番目　8」（12）で表される。なお
現実的には三桁の数が用いられる場面はほぼ存在しない。三桁の数表現には二桁の
Overcountingの数え方が適用されたと考えられる。

（7） ŋalsaŋavul  vaa-rua-na      ŋavul-e-rua   ŋavul-e-tol-na
  100     100倍 -2-3SG.POSS  10倍 -CDN-2 10倍 -CDN-3-3SG.POSS

  e-tol
  CDN-3
  「123（直訳：100　200番目　20　30番目　3）」
（8） vaa-rua-na      ŋavul-e-tol-na       e-tol
  100倍 -2-3SG.POSS  10倍 -CDN-3-3SG.POSS CDN-3
  「123（直訳：200番目　30番目　3）」
（9） ŋalsaŋavul  vaa-rua-na      ŋavul-e-v̼ati
  100     100倍 -2-3SG.POSS  10倍 -CDN-4
  「140（直訳：100　200番目　40）」
（10） vaa-rua-na      ŋavul-e-v̼ati
  100倍 -2-3SG.POSS  10倍 -CDN-4
  「140（直訳：200番目　40）」
（11） vaa-rua   vaa-tol-na      oalu
  100倍 -2  100倍 -3-3SG.POSS  8
  「208（直訳：200　300番目　8）」
（12） vaa-tol-na       oalu
  100倍 -3-3SG.POSS  8
  「208（直訳：300番目　8）」

3.6. 序数
　以下のように基数に三人称・単数の所有を表す接尾辞 -naが付加すると序数が派
生される。ツツバ語では，Overcountingの上の基準値は，序数で表されるのが特徴
である。（13）に e-rua-na「2番目（2つ目）」を用いた例文を示す。

（13） E-rua-na      me=mena    mo=dui   da=anna.
  CDN-2-3SG.POSS  3SG.R=熟す  3SG.R=良い 1PL.INC.IR=食べる
  「2つ目のものは熟していて食べごろだ」
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3.7. 倍数
　本論文の議論には直接関係しないが，ツツバ語の数体系を示すために倍数および
分配数についてそれぞれ 3.7節と 3.8節で記す。
　1から 10の語基に使役の接頭辞 va-が付加すると倍数が表される。例えば 2倍は
va-rua，3倍は va-tolである。10を超える場合は倍数ではなく，「何度も」を意味す
る tarinaなどが副詞的に使用される。
　倍数は（14）や（15）のように述語を修飾する副詞的な働きを持つ。例えば「2
倍の量を飲んだ」や「豚肉を X回食べたことがある」のように数量や行為が何倍・
何回であるかを表す時に用いられる。すなわち，とある数量・行為を 1に換算しそ
れが 3倍・3回の時は va-tol「3倍（3回）」と表される。以下（14）で va-rua「2倍」
を用いた例文，（15）で va-tol「3倍（3回）」を用いた例文を示す。

（14） Me=le=inu=a          va-rua.
  3SG.R=REP=飲む =3SG.OBJ  CAUS-2
  「彼女はまたそれを 2倍飲んだ」
（15） Nno=ma   ha-nede  va-tol   me=ev.
  1SG.R=来る 場所 -DX CAUS-3  3SG.R=終わる
  「私はここに 3回来たことがある」

3.8. 分配数
　8を除く 1から 9までの数において語基の第一音節が重複し，それに基数の接頭
辞 e-と分配数の接尾辞 -iが付加すると分配数が派生される。例えば e-tea「1」，
e-rua「2」，e-tol「3」はそれぞれ e-te-tea-i「1つずつ」，e-ru-rua-i「2つずつ」，
e-to-tol-i「3つずつ」となる 10。例外的に，oalu「8」の分配数は，語基の第一音節
が重複し，流音 lの後続母音が脱落する。その形に分配数の接尾辞 -iが付加して
o-oal-iと表され，10の分配数は基数に接尾辞 -iが付加して saŋavul-iと表される。
分配数はウミガメの卵やタロイモなどの収穫物を家族や親族で分けるときに用いら
れる。（16）で e-ru-rua-i「2つずつ（2本ずつ）」を用いた例文を挙げる。

（16） E=l        te   vatal   e-ru-rua-i     lave  ra-tol!
  2SG.IMP=取る  ART バナナ CDN-RED-2-DTB PP  PL-3
  「彼ら 3人にバナナを 2本ずつあげなさい！」

3.9. 数詞のまとめ
　ツツバ語の数詞は表 1のようになる 11。Overcountingを用いる数詞は網掛けで示

10 ツツバ語の基本音節は CVであるが，聞こえ度の高い lと ŋは音節主音的な子音として単
独で音節を構成しうる（内藤 2011: 45–47）。
11 内藤（2011: 156）の表 1「数詞」に後の調査で新たに分かった序数「11番目」を加筆した。
Overcountingを用いる数詞に対する序数は自然発話では得られておらず，聞き取り調査でも
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した。

表 1　ツツバ語の数詞

語基 基数（e-） 序数（-na） 倍数（va-） 分配数
（e-red-語基 -i）

1 tea e-tea e-tea-na va-tea e-te-tea-i
2 rua e-rua e-rua-na va-rua e-ru-rua-i
3 tol e-tol e-tol-na va-tol e-to-tol-i
4 v̼ati e-v̼ati e-v̼ati-na va-v̼ati e-v̼a-v̼ati-i
5 lima e-lima e-lima-na va-lima e-li-lima-i
6 ono e-ono e-ono-na va-ono e-o-ono-i
7 b̼itu e-b̼itu e-b̼itu-na va-b̼itu e-b̼i-b̼itu-i
8 oalu oalu oalu-na va-oalu o-oal-i
9 sua e-sua e-sua-na va-sua e-su-sua-i
10 saŋavul saŋavul saŋavul-na va-saŋavul saŋavul-i
11 saŋavul doman e-tea saŋavul doman 

e-tea-na
20 ŋavul-e-rua ŋavul-e-rua-na
21 ŋavul-e-rua ŋavul-e-tol-na 

e-tea/ŋavul-e-tol-na e-tea
30 ŋavul-e-tol ŋavul-e-tol-na
31 ŋavul-e-tol ŋavul-e-v̼ati-na 

e-tea/ŋavul-e-v̼ati-na e-tea
100 ŋalsaŋavul ŋalsaŋavul-na
200 vaa-rua vaa-rua-na
1000 vaa-saŋavul/tari e-tea vaa-saŋavul-na

4. ツツバ語の数詞が変化した可能性
　本節ではツツバ語の数詞をオセアニア祖語と比較する。またツツバ語と同一のグ
ループに属する言語との比較を行う。

4.1. オセアニア祖語との比較
　Lynch, Ross & Crowley（2002: 72）は，オセアニア祖語の 1から 10（3.1節参照）
および *rua-ŋa-puluq「20」，*tolu-ŋa-puluq「30」といった 10の倍数を示したうえで，
こうした 10の倍数の間の数はおそらく接続詞 *ma (and)を介し，例えば 23であれ
ば *rua-ŋa-puluq ma toluで表されただろうと述べている。つまり 11は「10　*ma　1」
と表され，21は「20　*ma　1」と表されたことになる。
　オセアニア祖語と同じく，ツツバ語の 1から 10までの数と一の位が 0である
二桁の数には，それぞれに対応する一語が存在する。またオセアニア祖語と同じ
く，10以上で一の位が 0でない 10台の数には，doman「加算（and）」が用いられ

存在の有無すら判明しないため，引き続き調査が必要である。
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る。こうした加算法は Undercountingの表現であるが，ツツバ語で Undercounting
を用いるのは，3.4節で先述したように 11から 19までである。3.5節で示したよう
に，21以上になると domanを介した Undercountingの表現は使用されなくなり，
Overcountingへと変わる。例えば 21であれば（2）と（3）で示したように ŋavul-e-
rua ŋavul-e-tol-na e-tea「21（直訳：20　30番目　1）」と，その省略形 ŋavul-e-tol-na 
e-tea「21（直訳：30番目　1）」である。21以上の数詞では，なぜオセアニア祖語
を反映した Undercountingから独自の数え方 Overcountingへと発達したのか，その
理由はこれまで不明であった。

4.2. 同一グループの言語との比較
　ツツバ語は北・中央ヴァヌアツグループに下位分類される言語である（Clark 
1985, Lynch 1998）。ツツバ語はこれら同一グループの言語と音声・音韻・形態・文
の構造において共通するところが多く，数詞についても同様である。しかし 21以
上の数が Overcountingで表される点で，同一グループの多くの言語とは異なって
いる。同一グループの言語の多くは，Undercountingで加算（and）に相当する語
を用いるか，doman「加算」に相当する語を用いずに基数のみを並置して 21以上
の数を表す 12。例えば北方のヴレス語では，千の位と百の位，百の位と十の位，
十の位と一の位の数がそれぞれ dēmē「加算」を介して現れ，したがって 1234は
tar va-tiwial dēmē m̄öldöl vagō-rō dēmē sam̄ul töl dēmē nivetと表される（Malau 2016: 
125）。つまり「1000加算 200加算 30加算 4」と表されることになる。これは
Undercountingである。
　ツツバ語の近隣言語であるアラキ語では，例えば 21は mo gavul dua mo heseのよ
うに，mo gavul dua「20」と mo hese「1」を並置し，同様に 110も mo gavul sagavulu 
mo sagavuluのように mo gavul sagavulu「100」と mo sagavul(u)「10」を並置して表
される（François 2002: 81）。これも Undercountingである。
　南方のサウスエファテ語では，例えば 23であれば 10の語基 ralimに 2を表す
inruが後続して，10に 2を掛ける形で十の位が表され，さらに加算を意味する
atmatと 3を表す itolが続いて以下のようになる（Thieberger 2006: 77）13。これも
Undercountingである。

（17） ralim  inru  atmat itol
  10   2   and  3
  「23」

　一方で，Overcountingを用いる言語もわずかに存在する。タマンボ語（Jauncey 

12 ヴレス語とアラキ語ではグロスが付与されずに上記例が示されているため，本論文でも同
様の形で例示する。
13 Thieberger（2006: 77）は例文（17）のサウスエファテ語に ten two and threeとグロスをあて
ているが，本論文では他の例文と統一するためにアラビア数字を用いて10　2　and　3と示す。
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2011: 158–160）やマヴェア語（Guérin 2011: 131–138）などである。これらの言語
ではツツバ語のように下の基準値と上の基準値の両方を用いる。ただしツツバ語と
マヴェア語では下の基準値が省略できるが，そのほかの言語において下の基準値が
省略された例は見られなかった。これらの言語の数詞に関する具体例は限られてお
り，Overcountingへの発達については可能性や仮説の提示を含めても考察がなされ
ていない。加えてツツバ語との言語接触を示す明白な根拠も存在しないことから，
以下ではツツバ語に焦点をあて，Overcountingの発達について考察する。

4.3. オセアニア祖語からの変化の可能性
　オセアニア祖語から変化した事例が見られるのは数詞に限ったことではなく，
北・中央ヴァヌアツグループ諸語の音声の分野にも複数報告されている。ツツバ語
を含む北・中央ヴァヌアツグループを特徴づける舌唇音がその代表的なものである
（Naito 2006，内藤 2011）。この音はオセアニア祖語の唇音から変化したと考えられ，
舌先と上唇で調音される音であるが，世界でも 10程度の言語にしか報告例のない
特殊な音である。Camden（1979）によると，タンゴア語では舌唇音を発音するの
は男性に限られる。このことから Clark（1985）は，この音が社会的な意味を担っ
ていることは明らかだと述べている。これは，言語や言語の変化に文化や社会が密
接に関与することを示唆する。この点を踏まえたうえで，本論文ではこれまで着眼
されてこなかった Overcountingの発生について考察を行う。

5. Overcountingとソテツの葉が果たす役割
5.1. 非日常における数の使用
　2節で述べたように，ツツバ島の日常生活において 21以上の数が用いられる場
面はほぼない。しかしながら，ごくわずかに旧慣の遺された場面が存在し，そこで
21以上の数が用いられる。それはツツバ島の伝統文化を最も反映すると考えられ
る儀礼や式においてである。具体的には，首長任命の儀礼・首長階梯の儀礼・結婚
式までの「日数を決定する場面」と，それらの「参列者を数える場面」である（内
藤 2017）。
　これらの儀礼では数が重要な意味を持つ。その数は，ソテツの葉を用いて具現化
され，記録として保存されてきた。本論文はこの点に着眼し，以下 5.2節で首長任
命の儀礼における「参列者を数える場面」を例に，数がどのように用いられ，さら
にその数がどのようにソテツの葉に具現化され，記録されるかを説明する。そのう
えでソテツの葉で具現化する数の概念に端を発して，Overcountingというオセアニ
ア祖語とは異なる独自の数え方がツツバ語に生じたという仮説を提示する。

5.2. 儀礼における数の必要性とソテツの葉を用いた数の記録
　ツツバ社会は首長を頂点とする。首長はツツバ島にある 10の村ごとに存在し，
基本的には世襲制であるが，第三者の推薦とツツバ島の全首長からの承認が得られ
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た場合は，継承者でない者も首長になることが許される。首長には moluran「太陽
の光が射す」を最高位とする 10の階位が存在し，階位が高いほど強い権限を有す
る。少しでも高い階位に就くために必須とされるのは，首長任命の儀礼や首長階梯
の儀礼においてより多くの豚を殺し，その肉を参列の島民に振る舞うことである。
儀礼に不可欠とされる豚はヴァヌアツ全土において極めて高い価値を有し，伝統的
に財産であるとみなされてきた 14。したがって所有する豚をより多く殺しその肉を
振る舞う行為は，財力の証明になると同時に，財産を島民に分け与える寛大な心と
リーダーシップを有すること，すなわち首長に足る人間であることを広く人々に知
らしめることを意味する。豚肉の分配は儀礼の成功と不可分といえる。
　ツツバ島は面積 13.9 km

2の小さな島で，中央に小高い丘が広がり全体的に傾斜
の多い地形である。そのため住まいのすぐ近くで儀礼を行うことは困難であり，加
えて電気のない島での長時間にわたる儀礼のためには，ジャングルの中よりも少し
でも平らで明るい海辺の方が好まれる。したがって儀礼は平地がわずかに広がる西
端のヴェオア地域または東端のホワイトサンド地域で行われる傾向にある。儀礼は
以下①から⑧の順で執り行われる 15。
　① 人々が儀礼の執り行われる海辺の広場に集まり始めると，新首長に任命され
る者の家族はソテツの葉を手に広場に立つ。そして参列者一人につきソテツの葉の
小葉一枚をちぎって人数を数える。
　ソテツの葉はその構造上，中央脈とそこから左右対称を成すように伸びるたくさ
んの固く細長い小葉によって形成される 16。儀礼ではこの小葉を規則的にちぎるこ
とで，ちぎられた箇所とちぎられていない箇所に長短の対比を生じさせ，その対比
を活かして一の位の数を表す（写真 1）。

14 豚に対する高い価値は，ツツバ語の所有表現にも表れている。ツツバ語には所有物と所有
者の関係を示唆する 4種類の類別詞が存在する。豚が指示物の時には，一般の所有物や財，
または現実には所有が叶わない物を示唆する類別詞 no-が用いられる。この類別詞 no-が使
用される所有表現の指示物として現れるのは，家や現金・時計・ボートなどである。このこ
とから犬や鶏とは異なり，ツツバ語話者が豚を財とみなしていることが分かる（内藤 2011）。
15 高齢話者の中でも 70代のヴァナバス首長の説明をもとに描写している。ヴァナバス首長は
幼少期よりツツバ語を話す両親・祖父母と一つ屋根の下で生活し，当世代でツツバ語を最も
よく継承・保持する話者である。既に逝去した世代が発音したツツバ語固有の舌唇音を当世
代で唯一発音するのがヴァナバス首長であることからもそれが分かる。
16 ヴァヌアツではソテツの葉は神聖なものとして豚とともに伝統的に非常に重要視され，紙
幣や国旗の図案にも用いられている。
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　参列者数をソテツの葉に記録する規則性は以下の通りである。例えば数が 32で
あるとする。この数は言語的には「30　40番目　2」（18）またはその省略形「40
番目　2」（19）で表される。

17 2017年 12月 24日，ヴァヌアツ共和国ツツバ島のヴァナバス首長の敷地にて，手編みの筵
の上のソテツを筆者が許可を得たのちに撮影した。このソテツの葉は，隣村のエドワルド首

写真 1　ツツバ島民がソテツの葉をちぎって 32まで数え上げる方法 17
（32は「30　40番目　2」または「40番目　2」と表される（例文 18, 19を参照））
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（18） ŋavul-e-tol   ŋavul-e-v̼ati-na      e-rua
  10倍 -CDN-3  10倍 -CDN-4-3SG.POSS CDN-2
  「32（直訳：30　40番目　2）」
（19） ŋavul-e-v̼ati-na       e-rua
  10倍 -CDN-4-3SG.POSS  CDN-2
  「32（直訳：40番目　2）」

　32を数え上げるにはまず最初にソテツの葉の右側か左側の一番下の小葉を 1枚
残す（写真の I）。そして Iの真上の小葉一枚を 1つと数えて 10枚をちぎる。ちぎ
るときには中央脈に小葉を数センチ残す 18。
　10枚をちぎった次の小葉（写真の II）はちぎらずに残す。IIの真上の小葉を 11
として，20に至るまでの 10枚をちぎる。20を数えた次の小葉（写真の III）はち
ぎらずに残す。
　そして IIIの次からまた数えはじめ，21から 30までの 10枚をちぎって次の小葉
（写真の IV）を残す。IVの上の小葉を 2枚ちぎって，32までの数え上げは終了で
ある。
　対象の数量がさらに多い場合はこれを繰り返し，上端の小葉が残り少ないため
10のまとまりをそれ以上作れないことが予想されるときは，中央脈を隔ててもう
片方の下の方から同様にちぎってゆく。
　一の位（1～ 9）以外の数は全てこの方法で記録する。百の位の数であることを
明示するソテツの葉の記録方法はなく，さらに 99から 100すなわち二桁から三桁
への移行を明示する境も設けない（99は ŋavul-e-sua ŋalsaŋavul-na e-sua「90　100番
目　9」または ŋalsaŋavul-na e-sua「100番目　9」と表現される）。したがって十の
位の数と同じ記録方法がそれ以上の数にも引き続き適用されることになる。
　こうした記録について，話者は「数を数えたり覚えたりする自信があれば葉を用
いる必要はないが，記憶に不安が生じた時はちぎられたソテツの葉を見ることに
よって数を知ることができるため，自信の無い者はソテツの葉を用いる」と説明す
る。さらにソテツの葉を用いるもう一つの理由は，「葉を保存して儀礼成立の記録・
記念にするため」と説明する。葉の保存法については 6章で詳述する。
　② 現首長の挨拶や人々からのヤムイモなどの贈答が終わると，原則として新首
長に任命される者の息子が，両手・両足を蔓で結わえられ棒に括りつけられた生き
た豚を運んで来る。そして事前に大小の石を積み上げて作った祭壇の上に豚を横た
える。
　③ この儀礼のために新首長の親戚は事前に樫の木を彫って棍棒を作っておく。

長立会いの下，ヴァナバス首長が説明とともに 32を数えながらちぎった一枚で，数字 32の
代替として機能する。
18 小葉をちぎる際，話者は意図して数ミリではなく数センチを残す。数センチ残すことで，5.2
節の儀礼⑦の第二段落で説明するように，豚肉数と照合しての数の再確認が容易になる。
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新首長に任命される者はこれを持ち，豚の眉間めがけて振り，気絶させる。70代
の首長の父や祖父の代には，儀礼や式ではダンスを踊り，歌を歌ったのちに豚を棍
棒で殴っていたが，近年ではダンスと歌は省かれる傾向にある。
　④ 気絶した豚は，ジャングルの中にある新首長の家へと運ばれ，饗宴の馳走と
なるべく屑殺された後に火で炙られる。
　⑤ 一方，海辺の広場では現首長と立会い人から新首長の誕生と任命を認める宣
言がなされ，新首長が着任の挨拶をする。
　⑥ それまで海辺の広場でソテツの葉をちぎって参列者を数えていた者は，ソテ
ツの葉を手にジャングルの中の住まいへと走り，豚を炙っている家族にその数を伝
える。参列者数を声のみで伝えることもあるが，声に加えて参列者数が記録された
ソテツの葉を見せることもある。また声で伝えずに葉だけを見せることもある。ソ
テツの葉を見せられた家族は，ソテツの葉の形状から参列者数を読み取る。
　⑦ 数を知らされた後，家族は参列者全員にゆきわたらせるべく豚肉を切ってゆ
く。肉（赤身）だけでなく皮のついた脂身（白身）も一切れとして切り分ける。こ
のとき，把握した参列者数に基づいて豚肉を切り分けるが，その数は正確に参列者
数の通りである必要はない。例えば参列者が 32人のときは，先に例の（18）で示
したように「30　40番目　2」または（19）のように「40番目　2」と伝えられ，
切り分ける数は正確に 32でなく，多めにみて 40くらいでもよいとされる。この時
に重要なのは，参列者数 32を満たすことである。
　豚肉を切り分けた後には，その数が確実に参列者数を上回るかどうか，数の把握
に用いたソテツの葉と照らし合わせることで確認することも可能である。その際は，
ちぎり跡の数センチ残っている小葉のみを豚肉一片と対応させて中央脈から一枚ず
つ上へ上へと切り離してゆく。一番下の小葉（写真の I）の上を起点とし，ちぎり
跡の残る全ての小葉を切り離してなお豚肉が残っているならば，それは豚肉の総数
が参列者数を上回ることを意味する。
　⑧ 切り分けた豚肉をバナナの葉に載せて広場に運び，居並ぶ参列者に一片ずつ
振る舞う。他にも蒸したタロイモや伝統料理のラプラプなどを振る舞うが，これら
は親族や近隣住民の手伝いもあって次々と調理されるため，複数を食べることが許
される。しかし豚肉に関しては基本的に一人一片である 19。

5.3. Overcountingの機能性
　ツツバ語の 21以上の数が，どのように Overcountingへと発達したのか，上記の

19 筆者が参与の許された首長任命の儀礼で，新首長の家族から調理した豚肉を前に，以下の
ように二者択一で問われた一件は，「一人一片」を反映している。

O=boi     ma=maeto   te     mo=vso?
2SG.R=好む  3SG.R=黒い  CONJN  3SG.R=白い
「肉の赤身か脂身のどちらがいいか（直訳：黒くなるのと白くなるのと，あなたはどちら
を好むか）」
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儀礼におけるソテツの葉のちぎり方をもとに考える。
　儀礼において，Overcountingはどのような意味を持つのか。ツツバ語で，例
えば 32がオセアニア祖語を反映するならば「30　doman（加算）2」のように加
算法を用いた Undercountingの表現になるはずである。しかしツツバ語において
Undercountingを用いるのは 10台の数（11～ 19）までであり，21以上の数は「30
　40番目　2」または「40番目　2」のように Overcountingで表される。ツツバ社
会においてこうした 21以上の数が用いられる場面は儀礼であり，かつ儀礼に不可
欠であるのは豚肉の分配・共食であり，しかも豚肉は必ず参列者の人数分を満たさ
なければならないことにも着目して議論を進める。
　5.2節で述べたように，儀礼で必須となる豚はヴァヌアツ共和国全土で財として
扱われ，現金収入を持たないツツバ島の多くの島民にとって特に高い価値を持つ。
豚肉を食する機会は儀礼の時より他になく，車などの移動手段のない島において
人々は徒歩で 1時間以上もかけて島の方々からやって来る。新首長およびその家族
にとって，儀礼を成立させるうえで，参列者すべてに豚肉の一片をゆきわたらせる
ことは最重要事項である。それは所有財産である豚を殺して肉を振る舞うことが，
十分な財力および財産を他者に分け与える寛大な心・リーダーシップを有した人物
であることの証明にほかならないからである。
　首長に足る人間であることを広く人々に知らしめる儀礼において，豚肉の不足は
最も避けるべき事態である。しかしながら独自の地形のために儀礼場と調理場は離
れている。そのため新首長はもとより，参列者を間違いなく数えて遠方の調理場ま
で記憶し続けなければならない者，および調理場でその数を正しく聞き取ったうえ
で不足なく豚肉を切り分けなければならない者，すなわち首長家族は，儀礼の前々
よりかなりの心理的な重圧を抱えている。なお参列者に豚肉を分配し共食する結婚
式も同様である。そうした儀礼において，儀礼①ではソテツの葉に参列者数を記録
して伝えることで心理的重圧を軽減していることが説明されている。さらに，儀礼
⑦では参列者を数える者が調理場で「30　40番目　2」または「40番目　2」と伝
えること，および伝えられた者は豚肉を正確な数 32ではなく，多めにみて 40くら
いに切り分けても良いことが説明されている。これは重視される数が下の基準値
30ではなく，上の基準値 40の方であることを示す。
　両者にとって下の基準値 30と上の基準値 40の違いは何であるのか。儀礼におい
て参列者を数えて伝える者が，「30からさらに 1，2」ではなく，「40番目に向かっ
て 1，2」のように，「30」よりも一層重要な「40」に視点をおいたとする。その 40
という数は上の基準値であるため，実際の参列者数を数える際に一の位の数がずれ
ようと，さらにその後，遠く離れた調理場までの移動中に一の位の数を忘れてしま
おうと，豚肉不足を生む結果にはならない。
　次に，参列者数を伝えられて豚肉を切り分ける者はどうか。実際の数値よりも大
きい 40すなわち上の基準値 40に切り分ける限り，一の位の数を聞き取れずとも，
また一の位に注意を払わずとも支障はなく，同様に豚肉不足の回避が可能である。
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　このようにそれぞれの状況を考えると，上の基準値は，豚肉不足を生むことに対
して不安を抱く当事者の心理的重圧を軽減するうえで，大きな意味を持つことが分
かる。
　仮にビスラマ語で写真 1の数「32」を表すならば 30を意味する tetiや totiに 2
を意味する tuを並置し，teti tuや toti tuとなる 20。ビスラマ語は Undercountingで
あるため，儀礼の前々からツツバ語話者の抱える心理的重圧を軽減するには至ら
ない。英語の thirty-twoも同様である。日常生活でビスラマ語や英語の使用域と使
用頻度が拡張してもなお儀礼でツツバ語の数が使用され続けたのは，ツツバ語の
Overcountingがツツバ社会に対して有する機能性ゆえであったことは明らかである。

5.4. ソテツの葉で具現化する数の概念とOvercountingの相関性
　果たして話者は，実際の十の位の数 30とは異なる上の基準値 40をどのように導
くのか。ソテツの葉で具現化する数の概念と Overcountingの関係性に着目する。
儀礼①で示したように，参列者を数える者はソテツの葉を手にしている。そして数
え始めには一番下の長い小葉一枚（写真 1の I）を残し，真上の小葉からちぎり始
める。一番下の長い小葉一枚（I）を残すがゆえに，参列者が 10人を超えた時点で
は，ちぎられずに残った長い小葉の枚数は，最初の 1枚（I）に加えて 10に至った
ことを示す長い小葉 1枚（II）の計 2枚となる。20人を超えた時点では計 3枚（I, 
II, III），30人を超えた時点では計 4枚（I, II, III, IV）となる。これらの小葉が話者
にどのように認知されるのか，それを示すのはツツバ語の数体系である。3節の冒
頭で述べたように，ツツバ語には「0」を表す数詞が存在しない。そのため最初の
一枚の長い小葉（I）は，常に「1」として認知される。
　話者が最初の一枚（I）を置き，それを第 1セットであると考える。そうすると
32は第 4セットに属することになる。Overcountingの上の基準値「40番目」と合
致する結果になる。
　このようにソテツの葉で具現化される数の概念と Overcountingには相関性が存
在し，それゆえに視覚的に把握しやすい長い小葉から上の基準値を導くことは容易
だろう 21。これが Overcountingが生じたゆえんである。

5.5. 最初の小葉一枚が重視される理由
　最初の一枚の小葉（I）は，どのような意味を持つのか。ツツバ語では，対象物
を小葉と一対一で数える際，IIの真上の小葉が欠けているように，小葉が虫に喰わ

20 ビスラマ語の正書法は制定されていないため，ここでの綴りは筆者によるものである。
21 こうした容易さは，新たな数え方が浸透する要因の一つになったと考えられる。また視覚
的に上の基準値を導きやすいソテツの葉の存在は，下の基準値の省略を推し進めることにつ
ながり，情報量を減らすことなく短時間で効率よく数を伝達できる省略形をもたらしたと考
えられる。省略形は，ツツバ島の地形上，数を離れた地まで伝えることが急務である儀礼に
おいては特に有益であっただろう。
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れたり傷んで枯れたりという理由で中央脈から欠けている場合でも一枚として数え
る。これは小葉が中央脈からほぼ左右対称，かつ上下一定の間隔で伸びる性質を持
つために，欠けていようとも瞬時に推測して枚数の把握が可能なためである。ただ
し数を記録するうえで最初の小葉となる一番下の小葉一枚（I）だけは，中央脈か
ら伸びた状態であることが不可欠である。したがってその位置にあたる小葉が虫に
喰われたり腐ったりして中央脈から数センチしか残っていない場合は，これを取り
除き，長く伸びた小葉まで初めの一枚を繰り上げる。これは初めの小葉（I）が短
いと，その真上に位置する数え始めの「1」にあたる小葉との間に，長さの明瞭な
対比が生じないためである。
　この繰り上げ行為から，最初の小葉一枚（I）は視覚的な明瞭さが必須とされて
いることが分かる。この一枚（I）は数える起点（第一セットであること）を明示し，
上の基準値「40」を容易に導くうえで重要な働きをする。

5.6. Overcountingへの改新の時代背景
　ヴァヌアツ共和国の国勢調査によると，ツツバ島の人口は 1967年に 158人，
1979年に 229人，1989年に 315人，1999年に 518人，2009年に 609人である（The 
Republic of Vanuatu 1989, 2009）。1967年以前の記録は残されていないものの，上記
の人口増加率から 1967年以前には人口が 100未満の時もあったことが推測される。
現在 70代の首長の説明からは，首長の父母・祖父母の代には既に現在の数え方，
すなわち Overcountingであったことが判明している。このことからツツバ社会で
は人口が 100に満たない時代に Undercountingから Overcountingへと発達し，その
数え方を現実にはほとんど用いることのない三桁の数にも適用したと考えられる。
　なお 1から 19までの数詞は日常的な使用頻度が高く，その中で 11から 19は
domanを介した加算法（Undercounting）で表される。この理由としては，ツツ
バ語において 21以上の数詞が Undercountingから Overcountingを用いた表現に
変化した後も，11から 19は使用頻度の高さゆえに Overcountingへの変化を受け
にくかったか，または 11から 19が一旦 Overcountingへ改新したが定着せず，
Undercountingに戻ったためと考えられる 22。

6. 無文字社会における数字代替と数の記録
6.1. 数字の象徴としてのソテツの葉
　本節では，数を数えるのに使用されたソテツの葉が儀礼時と儀礼後にどのような
機能を担うのか，話者の振る舞いから明らかにする。

22 5.2節の儀礼①で示したように，ソテツの葉を用いた記録にも百の位の数であることを明示
するちぎり方は存在せず，十の位の数と同じちぎり方がそれ以上の数にも引き続き適用され
る。また 99から 100，すなわち二桁から三桁への移行を明示する境を設けない。これらもま
た三桁の数を現実に用いる場面は乏しく，二桁の人数・個数を数えるときの小葉のちぎり方
を三桁の数にも適用したものであると説明できる。



74　　内　藤　真　帆

　ヴァヌアツ共和国の現地語は文字を持たない。ツツバ語も同様である。そのため，
ツツバ語では音声による情報の伝達が多い。しかしながら儀礼⑥では，ソテツの葉
を用いて参列者を数えた者が調理場の者に数を伝えるとき，1）音声のみで伝える
方法，2）音声に加えて数を記したソテツの葉を見せる方法，3）音声では伝えずに
ソテツの葉のみを見せる方法，これら三通りが存在する。このうち着目するのは三
つ目である。三つ目の方法は，音声を用いないにもかかわらず，ソテツの葉という
視覚的情報のみで数が正確に伝達可能であることを示している 23。このように音声
が無くとも，数という抽象的な概念が具現化されたソテツの葉を見て，話者がその
数を正確にすばやく読み取れることは，ソテツの葉が数字の代替として機能してい
ることにほかならない。
　ソテツの葉を見た者は，なぜ葉の示す数を正確にすばやく把握できるのだろうか。
それを可能にするのは葉がちぎられる際の規則性である。その規則性とは長い小葉
は 10のまとまりを表すことである。それには最初の一枚（写真の I）も含まれる。
そして最後の長い小葉（写真の IV）の次に一の位の数の分，小葉がちぎられると
いうものである。仮に規則性なく，または 10のまとまりを明示する長い葉を設け
ずに小葉が延々とちぎられていたとする。その場合，ソテツの葉を渡された者は，
そのちぎられた小葉を一枚ずつ数える以外に総数を把握するすべがない。ちぎられ
た小葉が多ければ多いほど時間を要し，数える途中で間違えることも，どこまで数
えたかが分からなくなる事態も起こり得る。これらを踏まえるとソテツの葉に数を
記す規則性とその方法をツツバ語話者が共有していること，およびソテツの葉がそ
の規則に則ってちぎられること，の両方が必要であると分かる。つまりこの両方が，
音声を用いずに数を伝達できるという数字の象徴性を，ソテツの葉に付与したこと
になる。
　上記に加え，音声が発話と同時に消失する性質を持つのに対し，ソテツの葉は消
えることなく残るという性質を持つ。この点においてもまた視覚情報として残る数
字と同じ機能を有していたと見ることができる。

6.2. 葉の保存と記録簿の誕生
　儀礼終了後に，数を数えるのに使用したソテツの葉は，新首長に渡される。ソテ
ツの葉を受け取った新首長は，家の梁と屋根の接合部分または屋根として葺かれて
いるヤシの葉の隙間にこれを差し込み，式の記録として保存する 24。これらは子供
の手が届かない場所であり，また雨に濡れたり風で飛ばされたりすることもなくソ
テツの葉を乾燥させた状態で保つことのできる場所である。このような場所に保存
する他のものとしては，儀礼の際に豚を殴る棍棒，鮫の鰭，豚の牙など，いずれも

23 ソテツの葉を用いる数の記録や伝達は今なお高齢者の間で行われている。2018年 5月調査
時には，翌 6月に儀礼の日程を決定する際にソテツの葉を用いるとの説明があった。
24 ツツバ島の家は，竹とヤシの葉で作られる。竹を細く切り，縦横に編んで壁とし，ヤシの
葉を幾重にも重ねて屋根とする。梁との接合部分は蔓で結わえることで補強される。
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島民が貴重品とするものである。
　儀礼後のソテツの葉は保存の前にまず，火をおこす調理場の真上の梁に置かれる
か，またはその屋根に差し込まれる。もしくは蔓を使って吊り下げられる。そうす
ることで，調理のたびにココナツの殻や薪を燃料とした火の熱で炙り，幾日も煙で
燻して乾燥させる。高温多湿気候のこの地では，湿気を含みやすく朽ちてしまう物，
また虫による影響を受けやすい物を乾燥させることで，数十年という長期保存を可
能にしてきた。このようにツツバ語話者は，数字象徴としてのソテツの葉を伝統的
な手法によって保存した。そのソテツの葉はツツバ社会において記録簿の役割を果
たしてきた。

6.3. ソテツの葉と相関するOvercountingが保持された理由
　文字を持たない言語はこれまで地球上に数多く存在した。そして長い歴史の中で，
こうした言語がどのように数の記録を生み出したかについては，世界中でさまざま
な発見や報告がなされてきた。古くは木や骨に切り傷を刻むもの，また南米のイン
カ帝国で使用されていた紐の結び目などが知られている。骨片や木片に切り傷をつ
けることで数を刻むこのような記録方法は，19世紀頃まで世界のいたるところで
行われていた（Guedj 1996）。
　ツツバ語話者は，規則に則ってソテツの葉の小葉をちぎるという方法で数の記録
を生み出し，それは今なお継続されている。なぜソテツの葉を選んだのか。ソテツ
の葉は，中央脈の左右に一定の間隔で伸びるたくさんの小葉を持ちながらも軽くて
持ち運びしやすいという特徴を持つ。そしてその小葉は力を入れてちぎらねばなら
ない程度に堅く丈夫であり，一枚一枚の存在が明瞭である。このソテツの葉の性質
は，葉を持って移動する際にも，また数を確実に記録するうえでも効果的である。
さらには燻煙に耐え，人々の思い出や記憶とともに長く保存が可能である。何より
ツツバ島民は神聖な葉としてソテツの葉に畏敬の念を抱いている。心情面のみなら
ず，これらソテツの葉の構造的特徴や利便性から，ソテツの葉は数の記録および伝
統的な場面で用いられ続けた。
　このようにソテツの葉が数の記録および儀礼に適した形状・性質であることに加
え，話者の心情と深い結びつきを持つこと，さらにツツバ島では豚を財とする価値
観の変容なく伝統的な形態で儀礼が実施され続けたことなどにより，ソテツの葉の
利用に端を発するツツバ語の Overcountingは今日まで残り続けたと考えられる。

7. 結論
　本論文では以下を明らかにした。
　ツツバ語では，21以上の数がオセアニア祖語を反映した加算法（Undercounting）
の「20　加算　1」という表現ではなく，Overcountingの「20　30番目　1」また
は下の基準値が省略された「30番目　1」と表される。
　ツツバ社会において，首長任命の儀礼や結婚式などの成功のためには，財とされ
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る豚肉を参列者全員に振る舞うことが必須である。そのため，首長任命の儀礼であ
れば首長家族は参列者を数え，儀礼場から遠く離れた調理場にその数を伝えなけれ
ばならない。それには，不足を生じさせてはならないという大きな心理的重圧が
あった。そこで，文字を持たないツツバ語話者は参列者を数え上げる手法としてソ
テツの葉を用いた。5.4節で述べたようにこのソテツの葉を用いる数え上げの手法
が Overcountingを生じさせた。また，上の基準値に照らし合わせて多めに見積もっ
ておける Overcountingは，下の基準値をきっちり数え上げる Undercountingよりも
心理的重圧を軽減するうえで合理的な数え方であった。
　このように，数という抽象的概念が具現化されたソテツの葉が，Overcountingへ
の改新をもたらしたことを明らかにし，世界に点在する Overcountingがどのよう
に生成したのか，その解明の可能性の一端を示した。
　さらに，数が刻まれたソテツの葉を長期保存に耐えうるように燻して，無文字社
会における文字代替の記録簿としての役割を担わせてきたことを主張した。
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Abstract
Number Concepts Represented by Cycad Leaves  

and the Innovation of Overcounting in the Tutuba Language

Maho Naito
Tohoku University

In Tutuba, a minority language of the Republic of Vanuatu, the numbers 11–19 use the 
undercounting additive method reflecting the Proto-Oceanic language, whereas numbers 21 
and higher use overcounting. Overcounting can also be found in Orkhon Turkic inscriptions 
of the 700s and Mayan and Germanic languages. This way of counting, which at first 
can appear confusing, is rare worldwide, and its creation in conjunction with the Tutuba 
language, was unknown until now.
　　This paper focuses on how the Tutuba society used numbers 21 and higher in the 
context of traditional rituals. In the Tutuba society, pigs were highly valued as an indicator of 
wealth. At rituals, distribution and communal meals of pork were essential, and having a full 
accounting of the number of attendees was thus crucial. Accordingly, this paper concludes 
that at the Tutuba rituals, the abstract concept of numbers was embodied by the cycad 
leaf, thus, the method of enumerating by using cycad leaves brought about innovation of 
overcounting.
　　Furthermore, this paper reveals that the Tutuba society, which did not have letters, used 
cycad leaves to replace letters and play the role of record books that maintained quantities 
and attendee numbers.




